
松阪市 企画振興部 地域づくり連携課

人と地域の頑張る力



松阪市の
「地域主体のまちづくり」



住民協議会



住民協議会とは？

地域には様々な個人、団体があります



みんなで役割を分担できるように見直します

住民協議会とは？



住民協議会とは？



住民協議会はどこにある？



⇒住民協議会の活動拠点
地区市民センター・公民館などに併設

住民協議会はどこにある？



どうして
地域主体のまちづくり
が必要なのか？



住民主体のまちづくりの実現

地域計画

企業・
市民活動団体等

住民協議会

行 政

協力と連携
財政的支援（交付金）

人的支援（地域担当）など

協働のしくみ



人的支援

（１）サポート体制の構築と役割

（２）地域担当職員の配置

（３）地域応援隊の設置

（４）人材育成研修

（１）活動交付金

（２）地域敬老事業推進特別交付金

（３）ふるさと応援寄附金制度

（４）地域の元気応援事業

＋

住民協議会への支援 （市）

財政的支援

物的支援（公共施設の使用）



「ふるさと納税」

住民協議会への支援 （市）



松阪市ふるさと応援寄附金

ふるさと「市民力」
サポート制度

住民協議会への支援 （市）



「地域の元気
応援事業」

住民協議会への支援 （市）



「地域の元気応援事業」

住民協議会への支援 （市）



「幸せの黄色いレシートキャンペーン」

STEP 1
お買物をしたあと、精算時にレジで黄色いレシー

トを受け取ります。

STEP 2
黄色いレシートを投函BOXへ。BOXは地域の

ボランティア団体ごとに仕切られ、活動内容が記
されています。支援したい
団体のBOXにレシートを入れます。

STEP ３
団体ごとに集計し、合計金額の1%相当の

希望の品物を該当団体に贈呈。
たとえば、レシート合計が100万なら1万円の品物が
贈られます。

住民協議会への支援 （企業）



企業と連携 １食につき１０円寄付

住民協議会への支援 （企業）

「コミュニティビジネス」



地域づくり連携グループ

げんきアップ松阪

住民協議会への支援 （市）

「地域と市民活動団体との連携」

「げんきアップ松阪」は、地域づくり活動に取り組
む団体が、住民協議会や自治会などの“地域”と連携
していくために必要な支援を受けるための登録グルー
プです。
地域を元気にしたいという思いをもった団体同士

の交流会や座談会の開催、情報の共有・発信など、地
域プロデューサーがサポートを行い、地域とのつなが
りを創ります。



地域の取り組み事例



コミュニティビジネス
宇気郷地区

飯高波瀬地区

クレソン畑

「みんなの店」運営

「郵便局」受託



福島の子どもたち
との交流学習

教育・子育て

学校を開放して地域で
ふれあい図書館を運営

地域の元気応援事業
採択事業

★★分野別の取り組み事例★★



○地域内の事業所と災害時協力協定

○介護施設や小学校・幼稚園などとの連携

倒壊家屋からの救出実践訓練

小学校との連携訓練

防災



大賞に選ばれた
「はんなり蒸し」

中原地区
「嬉野大根」料理コンテスト

特産品・食育

地域の元気応援事業 採択事業



健康

福祉

健康ウォーキング

高齢者のサロン

地域の元気応援事業
採択事業



生ゴミの堆肥化活動
（広域に拡大）

花街道の植栽活動

環境保全
ゴミ減量

地域の元気応援事業
採択事業

元気も
出るよ!



宇気郷お買い物バス事業

• 経過

☛平成２８年７月２６日「お買い物バス本格運行セレモニー」開催

「協定書調印：マックスバリュ中部㈱・㈱フーズクリエーション・
宇気郷住民協議会」

☛平成２８年８月４日「お買物バス本格運行」開始。

新しい可能性への取り組み



住民協議会と行政の課題

住民協議会条例はできたけれど・・・

① 組織づくりと拠点づくりが済んだけど、
本来の組織としての活動は？

② 組織の整理が必要では？
（住民協議会と連合自治会、公民館、福祉会等）

③ 行政と地域との協働のしくみを作らなければ。

④ 松阪市内での住民協議会の認知度が不足。

⑤ 地域の大きな課題は、人材。



みんなで考え よりよい地域に!!

《問合せ先 》

松阪市 企画振興部 地域づくり連携課

〒５１５－８５１５ 三重県松阪市殿町１３４０番地１

ＴＥＬ ０５９８-５３-４３２４ ＦＡＸ ０５９８-２２-１３７７

Ｅ-mail commu.div@city.matsusaka.mie.jp

ＵＲＬ http://www.city.matsusaka.mie.jp/


